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近年，本誌『認知科学』や本学会大会などにお
いても，会話コミュニケーションを微視的に分析す
る研究が多く見られるようになってきた．本書は，
様々な研究領域においてコミュニケーションの分析
に取り組もうとする初学者や，自分たちの日々のコ
ミュニケーションを分析的に捉えることに関心のあ
る実践職など，幅広い読者に向けられた入門書で
ある．
本書に通底する考え方は，「コミュニケーション
を研究するということは，コミュニケーションに参
加している互いに独立した（バラバラな）個々人を
出発点とするのではなく，話し手と聞き手の間の相
互依存的な関係を最も基本的なレベルとして据え
ること」(p. i)であるという，一見すると極めて明
快なものである．しかし，この考え方を適切に理解
して実際の分析に適用することは，実は容易ではな
い．本書の大部分は，この考え方を具体的なコミュ
ニケーション研究の理論に紐付けて解説するととも
に，それをいかにして実際の分析に落とし込むかを
例示することに割かれている．
「話し手と聞き手の間の相互依存的な関係」を捉
えるために著者が重要視している考え方の一つが，
第 2章で解説される「連鎖分析」である．

聞き手が話し手の発話をどのように理解したか
は聞き手の次の発話（応答）に観察可能な仕方
で現れる．なので，話し手の発話を分析する分
析者もこうした聞き手の応答を分析の手がかり
とすればよい (p. 24)．

具体的に見てみよう．以下は，本書 p. 34の例 2-5

から抜粋した発話である．

1 C：ゴキブリって飛ぶやんなやっぱ．
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この発話は，見る（聞く）者によって様々な解釈
が可能であろう．「ゴキブリは飛ぶものである」とい
う命題的知識を述べているのかもしれないし，「ゴキ
ブリが飛ぶところに出くわした」という経験を語ろ
うとしているのかもしれない．では，この発話を分
析しようとする研究者は，いったいどの解釈を「正
解」とすればよいのだろうか．本書の考え方におい
て，その「正解」に近づく方法の一つは，聞き手に
よる次の発話（反応）を見ることである．

1 C：ゴキブリって飛ぶやんなやっぱ．
2 B：いやー 恐い恐い．いやねー
3 A：飛ぶ飛ぶ．
4 C：もうそれが恐いねん．

直後の聞き手の反応を見ると，C の発話は「話
し手の主観的な判断や嗜好といった評価を含んでい
る」(p. 34) ものとして捉えられていることがわか
るだろう．このような聞き手の反応を考慮すると，
「Cは単に命題的知識を述べている」という解釈は
疑わしくなる．実際，Cは続く 4行目で「もうそれ
が恐いねん．」と，「ゴキブリ」が「飛ぶ」ことを否
定的に評価している．このような「参与者の視点」
を採ることで，「ある発話（中略）の解釈が話し手の
一方的な視点や外部の観察者の外在的な視点からで
はなく，会話参与者にとっての会話に内在的な視点
から行われる」(p. 27)ことが可能になるのである．
実はこの連鎖分析の考え方は，社会学の会話分析

(Conversation Analysis)という研究領域に端を発
したものである．会話分析の主な目的は，会話の秩
序やルール，メカニズムを記述・解明することにあ
る．自然会話を収録したデータを用い，微細な書き
起こし（トランスクリプト）に基づいた質的で緻密
な記述を重んじることが特徴である．そのような厳
密さが会話分析の学問的な正統性を担保している
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一方，初学者や研究者以外の人々がその方法論を理
解・利用することは必ずしも容易でない．認知科学
を含めた関連領域において会話分析を援用した研
究や，現場の実践職への還元を志向した研究も行わ
れつつあるものの，依然として会話分析の専門家以
外が会話分析の考え方を理解・利用するのはハード
ルが高いという印象がある．著者は，「会話分析の
『専門家』とは別に，会話分析の『ユーザ』が増え
ることが（学問分野にとどまらず）社会的に非常に
重要だ」(p. 141)と考えているという．本書はこう
した問題意識に接合する形で，コミュニケーション
研究に馴染みのない読者が，会話分析（やその周辺
領域）の主要な考え方を概観的に理解できるように
書かれている．
さて，各章を順に概観していこう．本書は 3部 7

章から成り，コミュニケーションを捉える 7つのト
ピックが各章 1つずつ，理論編と分析編に分けて説
明されている．まず第 1 部であらゆる会話に当て
はまるトピックを紹介した後，第 2，3部では現実
の会話コミュニケーションの複雑さに適応すべく，
それらのトピックを拡張する，という構成になって
いる．
まず第 1部では，順番交替（第 1章），（先に紹介
した）連鎖分析（第 2章），基盤化（第 3章）とい
う，人数や状況にかかわらずあらゆるコミュニケー
ションの分析に欠かせない分析概念や考え方が解説
される．第 1 章の順番交替は会話分析の最重要ト
ピックの一つであり，書き言葉や独話（講演など）
には見られない，会話の最大の特徴でもある．会話
分析などでは「話し手の発話がいつ終わりそうか」
を聞き手が予測することで円滑な順番交替が実現さ
れていると考えるが，本書ではそこからさらに踏み
込んで，「進行中の発話がどのような内容を持って
展開されるのか」(p. 11) の予測が，発話の完了の
予測に寄与している可能性が示されていることが興
味深い．第 2章の連鎖分析は，先に「ゴキブリ」の
例で見たような，発話

．
同
．
士の関係から現在の話し手

と聞き手の関係に着目する考え方である．それに加
え，第 3 章の基盤化では，例えば発話中の聞き手
のあいづちなどに現れるような，発話

．
未
．
満の単位に

おける話し手と聞き手の関係が構築される過程にも
着目する．聞き手は「あー」，「へー」，「ふーん」と
いった様々なあいづちをそれぞれ異なる適切なタイ
ミングで表現していること，さらに話し手も聞き手

が異なるあいづちを適したタイミングで表現できる
ような工夫を発話のデザインに含めていることが示
されている．
第 2 部では，第 1 部で導入された考え方を土台

に，マルチモダリティ（第 4章）と多人数（第 5章）
という 2つの方向に理論的な拡張が図られる．第 4

章のマルチモダリティは，視線やジェスチャーなど
の非言語行動と言語的な発話が統合的な役割を担う
ことに着目して分析を行う方向性である．第 3章で
解説された話し手と聞き手の間での基盤化が，言語
的なあいづちだけでなく非言語的なうなずきや視線
によっても達成されることが示されている．第 5章
の多人数会話とは，3 人以上の会話のことを指し，
2人だけの会話では生じない「次に誰が話し手にな
るか」という問題が重要になる．第 1 章で解説さ
れた順番交替についての議論が拡張され，3人のう
ち 2人だけに共有されたエピソードを語ることで，
エピソードを共有している相手が次話者になるとい
う事例が示されている．なお，これら 2 つの方向
性は，近年著者らを中心に「多人数インタラクショ
ン」研究として推し進められてきたものでもあり，
坊農・高梨 (2009) にはより専門的な解説がある．
第 3部では，第 2部の多人数とマルチモーダルと

いう方向性をそれぞれさらに拡張する段階として，
成員カテゴリー（第 6章）と関与配分（第 7章）と
いう考え方が導入される．第 2 部までは多くのコ
ミュニケーションにおいて普遍的に見られる特徴を
捉えていたのに対し，第 3部では日常生活場面にお
けるコミュニケーションの複雑さに迫ろうとするの
である．第 6章の成員カテゴリーとは，「男性」，「20

代」，「弟」など，社会の成員に付与されうる属性の
ことである．日常生活場面の分析では，それぞれの
者が「何者として」会話に参与しているのかを考慮
することが重要になる．これにより，例えば「次に
誰が話し手になるか」の分析においては，「A さん
が次話者になったという『事実』を記述するだけで
なく，その『理由』までも説明できるようになる」
(p. 105)．つまり，その会話が行われている社会的
文脈をも考慮に入れた分析が可能になるのである．
続けて第 7章では，日常生活場面における活動の一
部として会話を捉えることの重要性が論じられる．
我々は必要に応じて会話やそれ以外の活動に関与を
配分しており，その関与配分を分析に含めることで，
例えば他の会話への割り込みなど，認知的な複雑さ
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を含んだコミュニケーションを捉えることができる
ようになる．第 1 章から第 6 章までは会話それ自
体を中心的な分析対象として扱ってきたのに対し，
第 7 章では，「会話は会話外の世界とつながってお
り，これに支えられている」(p. 123)という観点で
会話を見るのである．このようにコミュニケーショ
ンの社会的および認知的な複雑さを捉えるという方
向性は，社会学や文化人類学などフィールドワーク
を主体とする研究分野では至極当然に思われるかも
しれない．しかし，実験室環境で会話を収録し，言
語的発話を分析の中心に据えてきた研究分野にとっ
ては，このような方向性の意義を改めて自覚してお
くことが重要になるだろう．
最後に，本書には構成上の様々な工夫が施されて
いるので，まとめておこう．先述のとおり，本書は
各章それぞれが理論編と分析編から成る．第 1 章
から順に理論編と分析編を併せて読み進めてもよ
いが，先に全章の理論編だけを通読することで，コ
ミュニケーション研究の理論的背景や理論同士の関
連を大まかに把握するという使い方もできる．なか
でも重要な考え方は，理解しやすいようにキャッチ
フレーズ的にまとめられている．各章の理論や考え
方は互いに密接に関連しあっており，該当箇所では
本書中での関連する箇所がリンクされているので，
重要な理論や考え方を適宜復習しながら読み進める

ことができる．理論的な解説や分析の説明だけでな
く，「時にはビデオデータの音声をオフにして，あ
えて非言語行動だけを観察してみる」(p. 78)など，
分析のコツやヒントが随所に散りばめられているこ
とも嬉しい．本文の記述はある程度の簡潔化が図ら
れている反面，やや専門的な内容や学問的背景，用
語の厳密な定義などは脚注において詳細に記述され
ており，著者の豊富な知識に基づく洞察を垣間見る
ことができる．評者が個人的に大変有益であると感
じたのは，巻末の「ブックガイド」である．初学者
は膨大な関連文献の中からどれを読むべきか路頭に
迷うことが多々ある．ここでは著者選りすぐりの重
要文献がトピック毎に分類されるとともに，著者に
よる書評が付記されており，それぞれの読み方まで
をも指南してくれている．
このように本書は，コミュニケーション研究の重

要な考え方が簡潔かつ明瞭に解説されているだけ
でなく，それらの構成も綿密に工夫されており，コ
ミュニケーションの分析に関心のある幅広い読者が
「最初の一冊」として手に取るのに適した入門書と
なっている．
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